
令和６年度北京大学哲学系宗教学系への大学院学生の派遣について（募集） 
 
大学院人文社会系研究科・大学院総合文化研究科と北京大学哲学系宗教学系との間の部局間学生

交流覚書に基づき、令和６年度の派遣学生を下記のとおり募集します。 
 
記 

 
１． 対象となる学生 

申請時及び派遣期間を通じてそれぞれの研究科の博士課程・修士課程に在学する学生(休学は
認めない)で、派遣先大学での研究を実りあるものにできる十分な中国語の能力を有する者。 
 

２． 派遣先大学における派遣学生の身分 

高級進修生または普通進修生として登録されます。 

 
３． 費用 

受入側大学における授業料、検定料、入学料は免除されるが、渡航費、住居費、医療保険、
生活費については自己負担となります。 
 

４．派遣期間 
令和６年９月または令和７年２月から、半年もしくは 1年 
（派遣時期については別途相談、最低１学期以上滞在することとする） 
 

５．募集人員   １名（ただし半年間の場合は２名） 
 
６．提出書類（電子データで提出する。※証明書、推薦書はスキャンデータとする。） 

・ 派遣申請書 ＊所定の様式 １通 
・ 派遣先での研究計画書（中国語または英語で 1,000字以内） 
・ 最終学位を証明する書類（卒業証明書等、英語） 

※文学部・人文社会系研究科で最終学位を取得している場合は、提出は不要。 
・ 推薦書２通 （中国語または英語、うち１通は指導教員による。要署名または捺印。） 

※厳封のものを提出する場合は、教員から学生支援チームに直接提出も可。 
・ 中国語能力証明書（HSK等、なくても可） 
・ 履歴書（高等学校卒業以降）（中国語または英語） 
・ 大学院の成績証明書（博士の方は修士課程・博士課程の成績証明書） 

※人文社会系研究科の証明書は学生支援チームにて用意するので提出は不要。 
 

７． 提出期限  令和６年２月１４日（水） 正午 ＊厳守 

 
８． 提出場所  人文社会系研究科学生支援チーム（大学院担当） 

（メールにて電子データを提出：in@l.u-tokyo.ac.jp） 
 
９． 選考方法  書類審査。面接審査を行う場合、日程はおって通知します。 
 

１０．留意事項   

・ 留学中の保険として、公益法人日本国際教育支援協会（JEES）の学研災付帯海外留学保険

「付帯海学」へ必ず加入すること（加入に要する経費は自己負担）。 

・ 派遣先機関が所在する国（地域）の治安や公衆衛生の状況の悪化などが認められる場合、 

派遣プログラムの開始時期の延期もしくは中止になる可能性がある。 

 

 

[本件についての問い合わせ先] 

人文社会系研究科学生支援チーム（大学院担当）  

Tel:   03-5841-3710  

E-mail: in@l.u-tokyo.ac.jp  

mailto:in@l.u-tokyo.ac.jp

